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取 扱 説 明書保管用取扱 説 明 書

Ｎ Ｎ Ｆ Ｇ （ Ｎ Ｎ Ｆ Ｇ Ｈ ） ２ １ ０ ０ ０ Ｊ

階段通路誘導灯・非常用照明器具兼用型（電池内蔵型）

　 取 説 Ｎ Ｏ ． Ｎ Ｎ Ｆ Ｇ ２ １ ０ ０ ０ Ｊ － Ｔ １

・器具の施工には電気工事士の資格が必要です。施工は必ず工事店に依頼してください。
（一般屋内用） 直管ＬＥＤ器具　富士型　照明器具

　 警 告　 警 告　 警 告

注 意周囲温度は、５ ３５ で使用してください。　指定外の周囲温度で使用すると、蓄電池の劣化、ちらつき、短寿命及び非常点灯しない原因となります。　落下・感電・火災の原因となります。直射日光の当たる場所、湿気の多い場所、振動の強い場所、雨水のかかる場所、　風の強い場所、腐食性ガスの発生する場所では使用しないでください。

施 工 上 の ご 注 意施 工 上 の ご 注 意施 工 上 の ご 注 意 　 詳 細 に つ い て は 、 該 当 Ｔ ／ Ｕ 付 ６ Ａ リ レ ー の カ タ ロ グ ・ 商 品 仕 様 書 を ご 参 照 く だ さ い 。

施工は、施工説明にしたがい確実に行なう。　施工に不備があると落下・感電・火災の原因となります。器具、ランプを分解、改造しない。落下・感電・火災の原因となります。ランプはガラス製のため、取扱に注意する。破損によるケガの原因となります。　万一、破損した場合、すぐに電源を切り交換してください。ランプが破損した状態で使用しない。落下、感電、火災の原因となります。表示された電源電圧（定格電圧 ６％）・周波数で使用する。　指定外の電源電圧・周波数で使用すると、感電・火災の原因となります。蓄電池を短絡・分解等しない。　火災・破裂・感電・やけどの原因となります。水平天井取付専用ですので、壁面取付はしない。非常灯性能を満足しない恐れがあります。
この器具の電源は、専用回路にしてください。

白黒器 　 具赤・２線式（連続点灯する場合）配線種類非常用照明器具としてご使用される場合は、次のように配線してください。
短絡線 白黒器 　 具赤

・３線式（壁スイッチ等で点滅操作する場合）
短絡線は器具端子台に　接続されています。 壁 ス イ ッ チ 等器具端子台の短絡線を取り外して　配線してください。壁スイッチは、赤線回路に設けてください。壁スイッチで消灯しても電池への充電は　行われています。電源を通電せずに、蓄電池を接続したまま放置しないでください。蓄電池の劣化や短寿命の原因となります。器具の取り付け取り外しは手袋など保護具を使用する。　けがのおそれがあります。・ Ｔ ／ Ｕ 付 ６ Ａ リ レ ー を 使 用 す る 場 合 、 照 明 器 具 の 接 続 台 数 に 制 限 が あ り ま す 。

注 意注 意

上 記 （ ） 内 は 加 工 品 番 で す 。（ 以 降 、 加 工 品 番 の 記 載 を 省 略 し ま す 。 ）品 番階段通路誘導灯・非常用照明器具兼用型（電池内蔵型）階段通路誘導灯・非常用照明器具兼用型（電池内蔵型）階段通路誘導灯・非常用照明器具兼用型（電池内蔵型）

階段通路誘導灯として使用される場合、常時連続点灯してください。　常時消灯して使用される場合は、事前に所轄消防署の了解を得てください。　自動火災報知設備との連動が必要なため、誘導用信号装置等を用いて消灯してください。
階 段 通 路 誘 導 灯 と し て 使 用 す る 場 合　 誘 導 灯 信 号 装 置 を 用 い 、 自 動 火 災 報 知 設 備 の　 動 作 と 連 動 さ せ て く だ さ い 。　 詳 細 は 信 号 装 置 の 取 扱 説 明 書 を ご 参 照 く だ さ い 。（ ）



取 付 が 不 完 全 な 場 合 、 ラ ン プ 落 下 、 照 度 低 下 の原 因 と な り ま す 。取 付 が 不 完 全 な 場 合 、 ラ ン プ 落 下 、 照 度 低 下 の原 因 と な り ま す 。

・適合ランプは、４ページ「定格」をご参照ください。

・器具の取り付け取り外しは手袋など保護具を使用する。　けがのおそれがあります。４ 端 子 台

ランプカバ－の取付（２ケ所）
指定以外のランプ使用を防止するため必ずランプカバ－を取付けてください。指定以外のランプ使用を防止するため必ずランプカバ－を取付けてください。
９ ６

８７

・器具質量（２．８ｋｇ）に十分に耐えるよう、

器具 背 面 図器 具背 面 図

　の項を参照してください。　正常に動作しない場合は「故障かな？と思ったときは」点灯確認

　接続が不完全な場合、非常点灯不点の原因となります。コネクタの接続　接続が不完全な場合、感電・火災の原因となります。アース線の接続

１
　不備があると器具落下の原因となります。
取付前の確認

ランプを確実に取付ける　取付が不完全な場合、反射板落下の原因となります。反射板の取付
　接続が不完全な場合や容量オーバー　の場合、火災の原因となります。電源線の接続４
本体の取付３

・アース線をアース接続端子に確実

　施工は、施工説明書にしたがい確実に行なう。　施工に不備があると落下・感電・火災の原因となります。
・電源線、アース線を本体の電源穴から引き込んでおく。

　接続が不完全な場合、感電・火災の原因となります。（アース線 をカシメる）アース接続端子アース線

　の項を参照してください。　正常に動作しない場合は「故障かな？と思ったときは」　 （ 充 電 モ ニ タ ー は 消 灯 し ま す ）・点検スイッチを引き、非常点灯を確認する。・電源通電状態で、ランプ及びモニターランプが点灯するか確認する。１０
・点検スイッチを穴に通す。・モニタ－ランプと反射板の穴の位置を合わせる。　接続が不完全な場合、非常点灯不点の原因となります。・方向を合わせ確実に奥まで差し込む。・常用電源通電後、コネクタを接続する。　にカシメる。５

取付ボルト取付部の強度を確保する。（取付ボルトは、Ｗ３／８又はＭ１０を使用する。）　不備があると器具落下の原因となります。
適合電線　： １ ６（単線）　　 ２ ０

　取付が不完全な場合、反射板落下の原因となります。・ツマミネジを締め付けて反射板を確実に取付ける。

　接続が不完全な場合や容量オーバー　の場合、火災の原因となります。・端子台の容量は、２０Ａです。・Ｄ種（第３種）接地工事が必要。・電源線を確実に差し込む。
・本体を取付ボルトに確実に取付ける。

－ ２ －

　（取付ボルト推奨トルク値１．５Ｎ・ｍ）・器具内線を座金やナットで挟み込んでいないか確認する。　不備があると器具落下・感電の原因となります。　不備があると器具落下・感電の原因となります。

各 部 の な ま え と 取 付 方 法各 部 の な ま え と 取 付 方 法 取付前の確認１
本体の取付３
電源線の接続４ アース線の接続５
コネクタの接続６ 反射板の取付７ ランプを確実に取付ける８

ランプカバ－の取付（２ケ所）９

点灯確認１０

　 警 告　 警 告　 警 告

（最後まで確実にはめ込んでください）・ドライバ－で同梱のネジを締め付け固定する。　ネジ頭の破損防止の為、電動ドライバ－は使用しないでください。・内側へ指で押しながら反対側を角穴に差し込む。・ランプカバ－のネジ穴側を反射板に差し込み引っ掛ける。

４ 電 源 線
給 電 側 ソ ケ ッ ト

ラ ン プ

本 　 体３蓄 電 池モ ニ タ ー ラ ン プ

ツ マ ミ ネ ジ７反 射 板

ボ ル ト の 出 し ろ ： ３ ０ ４ ０ ｍ ｍ

座 金 （ 別 途 ）ナ ッ ト （ 別 途 ）座 金 （ 別 途 ）ナ ッ ト （ 別 途 ）

接 地 側 ソ ケ ッ ト

ネ ジ 取 付ネ ジ 穴 側 を 合 わ せ 差 し 込 む
ネ ジ 穴 側差 込 み 側

取 付 ボ ル ト 用 穴 電 源 穴 　 ２ ８ ３ ８ 角 穴
ネ ジ 穴 側 か ら 先 に し っ か り と 差 し 込 ん で く だ さ い 。 落 下 の 原 因 と な り ま す 。

ラ ン プ カ バ ー ネ ジ

コ ネ ク タ ブ ロ ッ ク６

９

ソケットの取付２・ソケットをソケット台にくぐらせて確実に取付ける。ソケットの取付２１ ０
３

２ ・ ８

８７

６

ネ ジ を 取 り 外 す 差 し 込 む

奥 ま で 挿 入 さ れ て い る
ラ ン プ の 向 き を 合 わ せ るラ ン プ を 奥 ま で 挿 入 す る９ ０ 回 転 さ せ る

マ ー ク が 給 電 側 ソ ケ ッ ト の溝 の 中 央 に 合 っ て い る 。 マ ー ク が 給 電 側 ソ ケ ッ ト の溝 の 中 央 に 合 っ て い な い 。
ラ ン プ給 電 側接 地 側 奥 ま で 挿 入 さ れ て い な い

２ － ２ ０ 穴 取 付 用 ボ ル ト

１ ０ １ ４ ｍ ｍ

４ ０ ０６ ４ １１ ０ ９６ ７ ２００ ラ ン プソ ケ ッ ト
ソ ケ ッ ト の 溝 マ ー クマ ー ク ＰａｎａｓＬＤＬ４０Ｓ・Ｎ昼白色　中国製 直管形ＬＥＰａｎａｓｏｎｉｃＬＤＬ４０Ｓ・Ｎ／１９／２５直管形ＬＥＤランプ昼白色　中国製　１９４ワット 　 　　 　



・ランプの向きを合わせて取付けてください。・ランプをソケットの奥まで確実に挿入して取付けてください。・ランプを確実に９０ 回転させて取付けてください。　（２ページ「各部のなまえと取付方法」参照）
・ こ の 器 具 は 、 非 常 用 Ｌ Ｅ Ｄ 照 明 器 具 で す 。　 ラ ン プ 交 換 の 際 は 、 必 ず 下 記 に 指 定 の パ ナ ソ ニ ッ ク 製 ラ ン プ を ご 使 用 く だ さ い 。　 直 管 Ｌ Ｅ Ｄ ラ ン プ 　 　 　 　 Ｆ Ｋ ７ ４ ７（ ４ ８ Ｖ 　 ３ ０ ０ ０ ｍ Ａ ｈ ）蓄 電 池Ｌ Ｄ Ｌ ２ ０ Ｓ ・ Ｎ ／ １ １ ／ １ ２ － Ｋ

蓄電池をショ－トさせない。　破裂、火傷、感電、火災の原因となります。蓄電池は分解しない。　火傷、感電の原因となります。　電池内の液は、皮膚や衣類をいためます。蓄電池を加熱したり、火や水の中へ入れたりしない。　破裂する危険があります。

や け ど の お そ れ あ り　 点 灯 中 や 消 灯 直 後 は ラ ン プ や そ の 周 辺 を　 さ わ ら な い こ と 。　 必 ず 電 源 を 切 っ て く だ さ い 。　 ラ ン プ は ガ ラ ス 製 で す 。ラ ン プ 破 損 の お そ れ あ り　 ラ ン プ 交 換 時 は 、感 電 の お そ れ あ り 　 取 扱 に 注 意 し て く だ さ い 。
・ＬＥＤ素子にバラツキがあるため、同じ品番のランプでも光色・明るさが異なる場合があります。予めご了承ください。使 用 上 の ご 注 意・調光機器などとの組合せはできません。・同時通訳機等の誘導無線をご使用になられる場合、雑音が入る場合があります。事前に確認し、対策を講じてください。・ラジオ、テレビや赤外線リモコン方式の機器は照明器具から離してご使用ください。雑音が入ったり、正常に動作しない場合があります。
１　照明器具は、使用条件、使用環境で異なりますが、８ １０年が取り替え時期の目安です。但し、蓄電池は、４ ６年です。　　　非常用照明器具の場合、使用条件は、周囲温度３０ 、１日１０時間点灯です。　点検せずに長期間使い続けるとまれに落下・感電・火災などに至る場合があります。１年に１回は「安全チェックシート」に基づき自主点検してください。３年に１回は工事店等の専門家による点検　をお受けください。必要な場合は弊社営業所へお申し出ください。（チェックシート番号：ＣＬＸ２０２１ＨＡ）長時間器具を使用しないときは、蓄電池は外してください。　蓄電池の劣化や短寿命の原因となります。

お手 入 れ・ 部 品交 換お 手 入れ ・ 部品 交 換お手 入れ ・ 部 品交 換お手 入 れ・ 部 品 交換お 手 入れ ・ 部 品交 換お 手 入れ ・部 品 交 換お 手入 れ ・部 品 交換お 手入 れ ・部 品 交換

　　　接続が不完全な場合、非常点灯時に不点の原因となります。
蓄電池コネクタ ブロックヒューズ付コネクタ蓄電池

蝶ナット電池ホルダー蓄電池本体５　反射板、ランプ、ランプカバ－を取付ける。　　・はずした手順と逆の手順で確実に取付ける。　　・蓄電池コネクタは確実に差し込む。　　・はずした手順と逆の手順で確実に取付ける。４　蓄電池を取付ける。　　・蝶ナットと電池ホルダーをはずし、蓄電池を交換する。　　・蓄電池コネクタを抜く。３　蓄電池を交換する。２　反射板をはずす。１　ランプカバ－、ランプをはずす。・蓄電池交換方法－－－－－ ・下図を参照のうえ確実におこなってください。
・器具の清掃について－－－　シンナー、ベンジン、アルカリ系洗剤で拭かないでください。　変色・変質、強度低下による破損の原因となります。・ランプ交換について－－－ ・水または中性洗剤を用いて、汚れた部分を軽く拭き取ってください。

周囲温度が高い場合・点灯時間が長い場合などは寿命が短くなります。照明器具には寿命があります。（ １）　法令に基づいて定期的に点検を実施してください。　点検せずに長時間使い続けるとまれに火災・感電・落下などにいたる場合があります。

・ご使用前にこの取扱説明書を必ずお読みのうえ、正しくお使いください。

－ ３ －

ランプはガラス製のため、取扱に注意する。破損によるケガの原因となります。　万一、破損した場合、すぐに電源を切り交換してください。ランプが破損した状態で使用しない。落下、感電、火災の原因となります。万一、煙が出たり、変な臭いがするなどの異常が発生した場合、すぐに電源を切り、工事店に修理を依頼する。　そのままで使用すると、感電・火災の原因となります。器具、ランプを分解、改造しない。　落下・感電・火災の原因となります。

Ｌ Ｅ Ｄ 照 明 器 具 の 光 源 寿 命 は 、 ４ ０ ， ０ ０ ０ 時 間 で す 。

　　　接続が不完全な場合、非常点灯時に不点の原因となります。

・接地極のない電源に接続する場合は、消灯後もランプが薄暗く発光する場合があります。予めご了承ください。

シンナー、ベンジン、アルカリ系洗剤で器具を拭かないでください。変色、変質、強度低下による破損の原因となります。　水または中性洗剤を用いて、汚れた部分を軽く拭き取ってください。

・電源電圧変動などの影響により瞬間的に明るくなったり暗くなったりする場合があります。　予めご了承ください。

６　点灯確認　　・電源通電状態でランプおよび充電モニタが点灯するか確認する。　　・点検スイッチを引き非常点灯を確認する。

警 告

　 警 告　 警 告　 警 告

警 告警 告

注 意注 意注 意

非 常 時 に 正 常 点 灯 せ ず
・ こ の 器 具 は 、 非 常 用 Ｌ Ｅ Ｄ 照 明 器 具 で す 。　 ラ ン プ 交 換 の 際 は 、 必 ず 下 記 に 指 定 の パ ナ ソ ニ ッ ク 製 ラ ン プ を ご 使 用 く だ さ い 。　 　 必 ず 指 定 の 適 合 ラ ン プ を 使 用 す る こ と 。

　 取 説 Ｎ Ｏ ． Ｎ Ｎ Ｆ Ｇ ２ １ ０ ０ ０ Ｊ － Ｔ １



ランプ 非常時光束 　 Ａ Ｃ１ ０ ０ Ｖ１ ６ Ｗ入 力 電 力 ０ １ ６ Ａ入 力 電 流６ ２ ０ ｌ ｍＬ Ｄ Ｌ ２ ０ Ｓ ・ Ｎ ／ １ １ ／ １ ２ － Ｋ ０ ０ ９ Ａ　 Ａ Ｃ２ ０ ０ Ｖ１ ６ Ｗ 　 Ａ Ｃ２ ４ ２ Ｖ１ ６ Ｗ０ ０ ８ Ａ

パナソニック株式会社　ライティング機器ビジネスユニットお問い合わせ先　パナソニック　　照明と住まいの設備・建材お客様ご相談センター　　　　　　　　０１２０－８７８－７０９（フリーコール）　０１２０－８７２－４６０（ＦＡＸ）お問い合わせ先　パナソニック　　照明と住まいの設備・建材お客様ご相談センター　　　　　　　　０１２０－８７８－７０９（フリーコール）　０１２０－８７２－４６０（ＦＡＸ）パナソニック株式会社　ライティング機器ビジネスユニット　 ５７１－８６８６　大阪府門真市門真１０４８　 ５７１－８６８６　大阪府門真市門真１０４８　 ５７１－８６８６　大阪府門真市門真１０４８Ｍ Ｎ １ ２ １ ６ － ０ １ １ ２ １ ６
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　接続図　 蓄電池を交換するコネクタを接続する４８時間以上充電するＡＣ電源を通電状態とするコネクタを接続するスイッチをＯＮするランプを交換する処　置
充電モニターが点灯しない短時間しか点灯しない　（３０分未満）非常点灯しない 蓄電池コネクタ外れ蓄電池の寿命蓄電池の充電不足（保管時の自然放電や、施工時の放電など）ＡＣ電源が通電状態となっていない蓄電池コネクタ外れ考えられる原因消灯スイッチＯＦＦＬＥＤランプの寿命現　象常時、ＬＥＤランプが点灯しない・表に従ってお調べいただき、なお異常がある場合は、すぐに電源を切り、工事店に修理を依頼してください。

機　能点検年月日 点検者点　検　状　態外　観外　観点　検　状　態点検年月日 機　能 点検者 器具Ｎｏ．　　　　　　　取付場所　　　　　　　　設置年月日　　年　　月　　日 点検者機　能外　観点　検　状　態点検年月日 （点検については、誘導灯は消防法令、非常用照明器具は建築基準法令に定められていますので必ず実施ください。）６ケ月に１回は、外観点検と機能点検を併せて行ってください。定期点検　３ケ月に１回は、破損・変形などの外観の点検をおすすめします。

破棄に際しては、ニッケル水素電池を取り出しリサイクルにご協力ください。ニッケル水素電池はリサイクル可能な資源です。ニッケル水素電池の交換、及びご使用済の電池の　この器具には、ニッケル水素蓄電池を使用しております。

・保証について－－－・補修用性能部品－－　　の保有期間 この商品の保証期間は１年間です。但し、ＬＥＤ電源は３年間です。ランプ等の消耗品は除きます。詳細は弊社カタログをご参照ください。保証書が必要な場合は、弊社代理店または弊社営業所へお申し出ください。弊社はこの照明器具の補修用性能部品（電気部品）を製造打ち切り後、６年間保有しています。補修用性能部品には、同等機能を有する代替品を含みます。・保証書について－－
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Ｕ Ｔ ： 電 源 ユ ニ ッ ト 　 Ｓ Ｗ １ ： 点 検 ス イ ッ チＢ Ｋ ： ブ ロ ッ ク 　 　 　 Ｓ Ｗ ２ ： 常 用 消 灯 ス イ ッ チＢ Ｔ ： 蓄 電 池 　 　 　 　 Ｌ Ｅ Ｄ ： 充 電 モ ニ タ ーＬ 　 ： ラ ン プ 　 　 　 　 Ｆ 　 ： ヒ ュ ー ズ 付 コ ネ ク タ 　 （ １ ０ Ａ ）　部品の記号と名称　


